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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成30年3月8日(2018.3.8)

【公開番号】特開2016-133797(P2016-133797A)
【公開日】平成28年7月25日(2016.7.25)
【年通号数】公開・登録公報2016-044
【出願番号】特願2015-10681(P2015-10681)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ  21/00     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  15/01     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ  29/38     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ   21/00     ５００　
   Ｇ０３Ｇ   21/00     ３９８　
   Ｇ０３Ｇ   15/01     　　　Ｙ
   Ｂ４１Ｊ   29/38     　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成30年1月19日(2018.1.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　それぞれ異なる色の現像剤で画像を形成する複数の画像形成ユニットを有し、前記複数
の画像形成ユニットを使用してカラー画像を形成するカラーモードと、前記複数の画像形
成ユニットのうちの所定の１つの画像形成ユニットを使用してモノクロ画像を形成するモ
ノクロモードとを実行可能な画像形成手段と、
　前記画像形成手段が画像形成を行うための前準備動作を画像形成開始要求とは独立して
実行する実行手段と、
　前記モノクロモードで使用しない画像形成ユニットの現像剤の有無を検知する現像剤検
知手段と、
を有し、
　前記実行手段は、前記現像剤検知手段により現像剤の無しが検知された場合、前記モノ
クロモードで画像形成を行うためのモノクロ前準備動作を行うことを決定し、前記現像剤
検知手段により現像剤の無しが検知されていない場合、前記カラーモードで画像形成を行
ためのカラー前準備動作を行うことを決定することを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　前記所定の１つの画像形成ユニットの現像剤の有無を検知する第２の現像剤検知手段を
有し、前記第２の現像剤検知手段により現像剤の無しが検知された場合、前記実行手段は
、前記前準備動作の実行を禁止することを特徴とする請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項３】
　前記複数の画像形成ユニットのうち、前記モノクロモードで使用されない画像形成ユニ
ットの故障を検知する故障検知手段を有し、
　前記実行手段は、前記故障検知手段が前記モノクロモードで使用されない画像形成ユニ
ットの故障を検知すると、前記モノクロ前準備動作を行うことを決定することを特徴とす
る請求項１に記載の画像形成装置。
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【請求項４】
　前記所定の１つの画像形成ユニットの故障を検知する第２の故障検知手段を有し、
　前記第２の故障検知手段により故障が検知された場合、前記実行手段は、前記前準備動
作の実行を禁止することを特徴とする請求項３に記載の画像形成装置。
【請求項５】
　前記故障検知手段は、前記モノクロモードで使用されない画像形成ユニットを駆動する
ためのモータの故障を検知することを特徴とする請求項３に記載の画像形成装置。
【請求項６】
　前記第２の故障検知手段は、前記所定の１つの画像形成ユニットを駆動するためのモー
タの故障を検知することを特徴とする請求項４に記載の画像形成装置。
【請求項７】
　前記前準備動作は、前記画像形成装置の電源投入時又はスリープモードからの復帰時に
行われることを特徴とする請求項１乃至６の何れか１項に記載の画像形成装置。
【請求項８】
　前記画像形成手段による画像形成の実行中に記録媒体のジャムを検知するジャム検知手
段と、
　前記ジャム検知手段によりジャムが検知された記録媒体に形成された画像が前記カラー
モードと前記モノクロモードの何れで形成されたかを示すモード情報を記憶する記憶手段
とをさらに備え、
　前記実行手段は、前記記憶手段に記憶されたモード情報に基づいて、ジャムが解消され
た後のリカバリー印刷のために、前記カラー前準備動作と前記モノクロ前準備動作の何れ
を実行するかを決定することを特徴とする請求項１乃至６の何れか１項に記載の画像形成
装置。
【請求項９】
　前記モード情報が前記カラーモードを示す場合、前記実行手段は前記カラー前準備動作
を実行することを決定し、前記モード情報が前記モノクロモードを示す場合、前記実行手
段は前記モノクロ前準備動作を実行することを決定することを特徴とする請求項８に記載
の画像形成装置。
【請求項１０】
　前記カラー前準備動作は、前記複数の画像形成ユニットの立ち上げ及び画像調整と、色
ずれ調整とを実行し、
　前記モノクロ前準備動作は、前記所定の１つの画像形成ユニットの立ち上げ及び画像調
整を実行することを特徴とする請求項１乃至９の何れか１項に記載の画像形成装置。
【請求項１１】
　前記所定の１つの画像形成ユニットは、ブラックの画像を形成する画像形成ユニットで
あることを特徴とする請求項１乃至１０の何れか１項に記載の画像形成装置。
【請求項１２】
　それぞれ異なる色の現像剤で画像を形成する複数の画像形成ユニットを有し、前記複数
の画像形成ユニットを使用してカラー画像を形成するカラーモードと、前記複数の画像形
成ユニットのうちの所定の１つの画像形成ユニットを使用してモノクロ画像を形成するモ
ノクロモードとを実行可能な画像形成手段と、
　前記画像形成手段が画像形成を行うための前準備動作を画像形成開始要求とは独立して
実行する実行手段と、
　前記モノクロモードで使用しない画像形成ユニットの現像剤の有無を検知する現像剤検
知手段と、
を有する画像形成装置の制御方法であって、
　前記現像剤検知手段により現像剤の無しが検知された場合、前記モノクロモードで画像
形成を行うためのモノクロ前準備動作を行うことを決定し、前記現像剤検知手段により現
像剤の無しが検知されていない場合、前記カラーモードで画像形成を行ためのカラー前準
備動作を行うことを前記実行手段により決定する決定工程と、
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　前記決定工程で決定された前準備動作を前記実行手段により実行する実行工程と
を含むことを特徴とする画像形成装置の制御方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明は、それぞれ異なる色の現像剤で画像を形成する複数の画像形成ユニットを有し
、前記複数の画像形成ユニットを使用してカラー画像を形成するカラーモードと、前記複
数の画像形成ユニットのうちの所定の１つの画像形成ユニットを使用してモノクロ画像を
形成するモノクロモードとを実行可能な画像形成手段と、前記画像形成手段が画像形成を
行うための前準備動作を画像形成開始要求とは独立して実行する実行手段と、前記モノク
ロモードで使用しない画像形成ユニットの現像剤の有無を検知する現像剤検知手段と、を
有し、前記実行手段は、前記現像剤検知手段により現像剤の無しが検知された場合、前記
モノクロモードで画像形成を行うためのモノクロ前準備動作を行うことを決定し、前記現
像剤検知手段により現像剤の無しが検知されていない場合、前記カラーモードで画像形成
を行ためのカラー前準備動作を行うことを決定することを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
【図１】画像形成装置の断面図。
【図２】画像形成装置のブロック図。
【図３】第１の実施形態に係るＹＭＣモータ故障時のウォームアップ動作のフローチャー
ト。
【図４】第１の実施形態に係るＹＭＣトナー残量無し時のウォームアップ動作のフローチ
ャート。
【図５】第２の実施形態に係る用紙搬送ジャム検知の説明図。
【図６】第２の実施形態に係る一般的なジャム検知時の断面図。
【図７】第２の実施形態に係るジャム検知時の断面図。
【図８】第２の実施形態に係るジャム検知の操作部画面。
【図９】第２の実施形態に係るジャム処理の操作部画面。
【図１０】第２の実施形態に係るジャム処理のフローチャート。
【図１１】第２の実施形態に係るジャムリカバリー処理のフローチャート。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
　画像形成装置１００の電源がＯＮされると、Ｓ２０２で、ＣＰＵ６０４は、上述のウォ
ームアップ動作を開始する。続いて、Ｓ２０３で、ＣＰＵ６０４は、イエローのトナー残
量センサ６１８、マゼンタのトナー残量センサ６１９、シアンのトナー残量センサ６２０
のそれぞれでトナー容器１０６ｙ、１０６ｍ、１０６ｃ内のトナー残量が有るか否かを判
定する。イエロー（Ｙ）、マゼンタ（Ｍ）、シアン（Ｃ）のトナーが有ると判定した場合
はＳ２０４に進み、ＣＰＵ６０４は、カラーモードでの画像形成部の立ち上げ、即ち、ウ
ォームアップ動作を行う。そして、画像形成部の準備が整ったらＳ２０５に進み、ＣＰＵ
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６０４は、カラーモードで画像形成部の画像調整を行い、画像調整が終了すると、Ｓ２０
６でカラーモードで使用している画像形成部を立ち下げ、ウォームアップ動作を終了する
。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３８】
　＜第２の実施形態＞
　以下では、図５乃至図１２を参照して、本発明の第２の実施形態について説明する。本
実施形態は、画像形成の実行中に用紙のジャムが発生した場合に、ジャム解消後に行うリ
カバリー処理でのウォームアップ動作について説明する。まず、図５を参照して、用紙搬
送中におけるジャム検知について説明する。図５は、レジ前搬送センサ２０１とその下流
に配置された搬送センサ２０２の検出結果のタイミングを示すシーケンス図である。図５
（ａ）は、搬送センサ２０２における用紙の滞留（以下、滞留ジャムと称する。）を示す
。図５（Ｂ）は、搬送センサ２０２における用紙の遅延（以下、遅延ジャムと称する。）
を示す。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４６】
　Ｓ３０２で、ＣＰＵ６０４は、用紙がユーザによって除紙された後に、扉３０１が閉じ
られたか否かを判定する。閉じられるとＳ３０３に進み、ＣＰＵ６０４は、装置内の全て
の用紙検知センサがＯＦＦであるか否かを判定する。尚、用紙検知センサがオフであると
は、用紙検知センサが用紙を検知していない状態のことである。ＣＰＵ６０４はいずれか
の用紙検知センサがＯＦＦではなく、残留紙が存在すると判定した場合は、再度図９に示
す扉開閉のアニメーションを表示して、残留紙の処理をユーザに促す。一方、ＣＰＵ６０
４は全ての用紙検知センサがＯＦＦである場合は残留紙が存在しないと判定し、ジャム処
理を終了させ、ジャムリカバリー処理に移行する。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４７】
　＜リカバリー処理＞
　次に、図１１を参照して、ジャムリカバリー処理について説明する。以下で説明する処
理は、ＣＰＵ６０４がＲＯＭ６０１に格納された制御プログラムをＲＡＭ６０２に読み出
して実行することにより実現される。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４８】
　Ｓ４０１で、ＣＰＵ６０４は、前述のジャム検知時にＲＡＭ６０２に記憶したジャム原
因紙のジョブモードがカラーモードか否かを判定する。ＲＡＭ６０２に記憶したジョブモ
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ードがカラーモードである場合はＳ４０２に進み、ＣＰＵ６０４は、ジャムリカバリーの
１枚目はカラーモードであると判定し、Ｓ４０２にてカラーモードで画像形成部の立ち上
げを行う。この立ち上げ処理には、感光ドラムのクリーニング等も含まれる。そして、画
像形成部の準備が整うとＳ４０３に進み、ＣＰＵ６０４は、カラーモードで画像形成部の
画像調整を行い、画像調整が終了すると、Ｓ４０４でカラーモードで使用している画像形
成部を立ち下げ、リカバリー処理を終了する。ここで、実施される画像調整は、上記第１
の実施形態のＳ１０５及びＳ２０５と同様の内容であるため、説明を省略する。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４９】
　一方、ＲＡＭ６０２に記憶したジョブモードがモノクロモードである場合は、ジャムリ
カバリーの１枚目はモノクロモードであると判定しＳ４０５に進み、ＣＰＵ６０４は、モ
ノクロモードで画像形成部の立ち上げを行う。続いて、Ｓ４０６で、ＣＰＵ６０４は、モ
ノクロモードで画像形成部の画像調整を行い、画像調整が終了すると、Ｓ４０７でモノク
ロモードで使用している画像形成部を立ち下げて、リカバリー処理を終了する。ここで、
実施される画像調整は、上記第１の実施形態のＳ１０９及びＳ２０９と同様の内容である
ため、説明を省略する。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５０】
　以上説明したように、本実施形態に係る画像形成装置は、ジャム発生時において、ジャ
ム発生時に実行していたジョブがカラーモードであるかモノクロモードであるかを記憶す
る。さらに、ジャム紙が除去された後のリカバリー処理（ウォームアップ動作）において
、当該記憶したモードで制御を行う。このようにジャム発生直前のジョブモードに応じて
、ジャムリカバリー時の前準備動作（ウォームアップ動作）を実施することで、モノクロ
ジョブであった場合のリカバリー処理時に無駄なカラーの前準備動作を実施せず、リカバ
リー時間を短縮することができる。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図４
【補正方法】変更
【補正の内容】



(6) JP 2016-133797 A5 2018.3.8

【図４】
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